一般社団法人日本LD学会　第26回大会（栃木）
Web論文集原稿作成要項：自主シンポジウム

会員の自主運営によるシンポジウム（90分）です。テーマの設定は自由です。

1．発表資格等
1 企画者は、2017年4月1日および大会時に「本学会正会員もしくは名誉会員」でなければなりません。
2 自主シンポジウムの企画は、1人1題に限ります。
3 ポスター発表・シンポジウム等への出演（筆頭発表者・司会者・話題提供者・指定討論者）は、すべての役割を含めて、原則として1人3回以内とします。ご依頼の際に必ず確認して下さい。
＜自主シンポジウム関係者（司会者・話題提供者・指定討論者）の方へ＞
· 自主シンポジウム関係者（司会者・話題提供者・指定討論者）は、非会員でも差し支えありませんが、予約参加の手続き（2017年8月31日（木）までに大会参加費の納入）が必要です。
· 企画者は、責任を持って自主シンポジウム関係者の予約参加手続きが完了していることを確認して下さい。

2．発表申込手続き
1) 発表申込（大会参加費・審査料の納入）：2017年3月15日（水）～4月10日（月）15：00
1 マイページ＞大会／研修会情報・申込よりお申込み頂き、大会参加費と共に審査料を納入して下さい。
お支払は、クレジットカード決済・銀行振込・コンビニ支払から選択して頂けます。
[bookmark: _GoBack]銀行振込・コンビニ支払を選択した方は、2017年4月20日（木）までに、納入を完了して下さい。
期日までに諸費用の納入が確認できない場合は、発表申込は取り消されます。
2 マイページからの発表申込は先着順に受け付け、申込上限に達し次第、締切となります。

2）プログラム編成票・Web論文集原稿の提出：2017年4月30日（日）
1 大会参加費・審査料の納入が確認できた方（発表申込が完了した方）に、プログラム編成票・Web論文集原稿の提出方法をお知らせします。
2 プログラム編成票の入力の際には、Web論文集原稿の記載事項と相違のないよう注意して下さい。記載に相違がある場合には、Web論文集原稿の記載を優先します。
3 Web論文集原稿は、大会HPの「Web論文集原稿作成要項」「Web論文集原稿作成用テンプレート」に従って作成し、期日までに提出して下さい。
※ポスター発表と自主シンポジウムは、原稿の形式が違います。ご注意下さい。
4 Web論文集原稿のファイル名は、下記の例に従って記載して下さい。
第26回大会（栃木）自主シンポジウム：会員番号：氏名
　→　例）第26回大会（栃木）自主シンポジウム：1234：学会太郎

3）発表申込の取消
期日までに、プログラム編成票・Web論文集原稿が提出されない場合には、発表申込を取り消します。その場合にも、納入された諸費用（参加費・審査料等）は返金いたしませんのでご注意下さい。

3．採択・不採択の連絡について
1 ご提出頂いたプログラム編成票・Web論文集原稿は、大会実行委員会において、発表資格、研究発表論文としての形式ならびに倫理上の問題等を審査します。審査結果によっては、原稿を修正して頂く場合があります。
2 Web論文集原稿の体裁が、論文集原稿作成要項と違う場合には、大会事務局で原稿の体裁を修正させて頂きます。予めご了承下さい。
3 審査結果は、6月末日までにお知らせします。2017年7月1日を過ぎても何の連絡も届かない場合は、電話でお問い合わせ下さい。
4 採択された場合は、別途、会場費（8,000円）の納入が必要です。
5 発表日時は、大会実行委員会にご一任下さい。

4．留意事項
1 自主シンポジウムは90分間です。フロアとの意見交換が十分にできるよう、出演者の人数を考慮して下さい。話題提供者の人数は3名程度が適当です。
2 自主シンポジウムの会場にはプロジェクターを準備いたします。パソコンは各自ご準備下さい。
3 当日配布する資料がある場合は、発表者が必要部数を準備して下さい。

	【問い合わせ先】　一般社団法人 日本LD学会 第26回大会（栃木）事務局 
〒108-0074 東京都港区高輪3-24-18 高輪エンパイヤビル8F
Tel　03-6721-6840（平日10：00～17：00）
大会HP　https://confit.atlas.jp/guide/event/jald26th/top
ご質問は、上記時間帯に電話でお願いします。Mailでの問い合わせはお受けしておりません。





　自主シンポジウム　

1 Web論文集原稿は、「Web論文集原稿作成用テンプレート：自主シンポジウム（A4版用紙2枚、段組なし）」に入力して作成して下さい。本作成要項を熟読し、所定のWeb論文集原稿作成用テンプレートを使用し作成して下さい。
· 形式が違う場合には修正をお願いすることがあります。
2 原稿1頁目の設定は下記（上下左右余白各20mm・45行設定）を参照して作成して下さい。2頁目は45行設定・1行目より作成して下さい。
3 題目・副題・役割・氏名・所属・キーワードはゴシック体とし、本文は明朝体で作成して下さい。
4 「題目」「副題」「キーワード」はセンタリングして下さい。
5 「題目」は、1行目にゴシック体14ptで記入して下さい。
6 「副題」は、2行目にゴシック体12ptで記入して下さい。ない場合は1行空けて下さい。
7 「役割」「氏名」「所属」は、3行目からゴシック体11ptで、下記を参照して記入して下さい。
8 「役割・氏名・所属」は、アタマが揃うように調整して記入して下さい。
9 「本文」は、1行空けて、明朝体11ptで記入して下さい。
10 「本文」には、企画の趣旨と各話題提供者の発表要旨を分けて記述して下さい。指定討論者の発表要旨等は記入しないで下さい。
11 「キーワード」は、「キーワード：」という見出しをつけカンマ（，）で区切って、文末にゴシック体11ptで3つ記入して下さい。＜記入の仕方＞キーワード：○○○，△△△，□□□
12 図・表は、タイトルを記入（図は下に、票は上に）し、原稿に直接作成するか、枠内に収まるように貼付して下さい。なお、印刷の際、図・表が読み取れなくなることのないよう、大きさや濃淡に留意して作成して下さい。
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	題目（ゴシック体14pt）
副題（ゴシック体12pt）
企　画　者：林田　太郎（所属）（ゴシック体11pt）
司　会　者：山田　花子（所属）（ゴシック体11pt）
話題提供者：川口　次郎（所属）（ゴシック体11pt）
　　　　　　岡山　道子（所属）（ゴシック体11pt）
　　　　　　海塩　波子（所属）（ゴシック体11pt）
指定討論者：森下　三郎（所属）（ゴシック体11pt）
1行空ける
	

	左余白
20mm
	【企画の趣旨】
本文（明朝体45行11pt）





「話題提供者1の題目」（ゴシック体11pt）
川口　次郎（ゴシック体11pt）
本文（明朝体11pt）
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